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老年期痴呆発症に関与する生活環境要因
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　老年期痴呆の発症要因はいまだ不明な点が多い。そこで，痴呆の発症に関与している要因，主として生活

環境要因を抽出するため，滋賀県長浜保健所管内および彦根市内在住者で確定診断されている痴呆性患者群

（脳血管性老年痴呆，アルツハイマー型老年痴呆，混合型老年痴呆）と同年齢対照者群を対象とした患者対

照研究（case-control study）を行った。その結果，痴呆が発症する前の状況について，Matched pair analysis

（McNemar's test）を行った結果，以下のような知見を得た。

　1.　脳血管性老年痴呆の宿主要因として，何らかの既往歴があること（Matched Odds Ratio（MOR）

＝8.0 p＜0.05），下肢障害が多いことがあげられた（MOR＝8.0 p＜0.05）。また，生活環境要因として，甘

いものが好きであること（MOR＝8.0 p＜0.05），喫煙習慣があること（MOR＝3.7 p＜0.10），定期検診

（MOR＝0/6 p＜0.05）や睡眠（MOR＝0/5 p＜0.10）等の健康管理に対する心がけが少ないこと（MOR＝

3.3 p＜0.10），手芸（MOR＝0/5 p＜0.10）等の仕事以外に熱中できる趣味（MOR＝2.6 p＜0.10）が少なく，

親戚づきあい（MOR＝0/9 p＜0.01）も少ないこと，さらに，息子（娘）夫婦との同居が少ないこと

（MOR＝0.20 p＜0.05），身内の死亡（MOR＝8/0 p＜0.05）や入院（MOR＝9.0 p＜0.05）等があげられた。

　2.　アルツハイマー型老年痴呆および混合型老年痴呆の宿主要因として，何らかの既往歴があること

（MOR＝8.0 p＜0.05），歩行障害が少ないこと（MOR＝0/5 p＜0.10）があげられた。また，生活環境要因

として，定期検診（MOR＝0.18 p＜0.05）や体操（MOR＝0/5 p＜0.10）等の健康管理に対する心がけが少

ないことや近所づきあい（MOR＝0.11 p＜0.05），地域会合等（MOR＝0.11 p＜0.05）への参加が少ないこ

と，さらに，息子（娘）夫婦との同居が少ないこと（MOR＝0/8 p＜0.05），転居（MOR＝5/0 p＜0.10）や

退職（MOR＝5/0 p＜0.10）等があげられた。
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